
２０１８年６月２１日 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 

 

北海道と『包括連携協定』協働事業実施 

 

 損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、 

北海道（知事：高橋 はるみ）と締結した『包括連携協定』に基づき、協働事業の第一弾として、「①

自然災害への備え、②飲酒運転の根絶、③自転車条例の周知」の３つのテーマを道民へ周知するツ

ールとして三角ポップを作成し、２０１８年６月から配付を開始しましたのでお知らせします。 

 

１． 背景・経緯 

・損保ジャパン日本興亜と北海道は、２０１８年２月に『包括連携協定』を締結し７つの分野※ 

で連携し、地域活性化に向けて取り組んでいます。 

・このたび、７つの分野のうち、（１）防災・減災、災害時の支援に関する事項における「①自然 

災害への備え」、（４）交通安全に関する事項における「②飲酒運転の根絶」、「③自転車条例の

周知」の３つを重点テーマとした三角ポップを作成し配布することで、北海道主要施策の周知、

普及啓発を図ります。 

 

 ※７つの分野とは 

（１） 防災・減災、災害時の支援に関する事項 

（２） 観光・交流、インバウンドの推進に関する事項 

（３） 女性活躍推進に関する事項 

（４） 交通安全に関する事項 

（５） 海外進出企業の支援に関する事項 

（６） 芸術・文化の振興に関する事項 

（７） その他双方が必要と認める事項 

 

２．三角ポップの配布数・配布先 

５，０００枚の三角ポップを損保ジャパン日本興亜の北海道内の営業店２９店、保険金    

サービス課９店をはじめ、代理店、およびご契約者さまである飲食店などの企業・組合などの団

体へ配布します。受付・窓口などお客さまの来場スペースに設置することで、全道へ広く周知を  

図り、３つのテーマの普及啓発に向けた活動を支援します。 

 

３．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、「安心・安全・健康」に資するサービスを拡充し、地域自治体と 

連携して地方創生の支援に努めていきます。 

 

以上 



            

     【北海道と協働し作成した三角ポップ】 


